
各位臺北高校的學長、家屬、以及所

有關心臺北高校的朋友們，大家好！

《臺高 ‧ 師大通訊》已經來到了第

四期了。臺北高校的種種彷彿昨日，有太

多關於它的精采故事，只是在每一期有限

的篇幅裡，無法一一窮盡。但願我們可以

一點一滴持續地重現臺北高校的風華，而

這也是我們對歷史的重視與責任。

這一期我們很高興可以邀請到兩位

臺北高校的校友：蕭柳青醫師以生動的

文筆與我們分享當時住宿於七星寮的故

事，青春的記憶還是如此的鮮明；而竹

內昭太郎先生為我們說明了臺北高校的

校友會如何從「蕉葉會」轉為「蕉兵會」

的始末，內容非常真摯感人。此外，長

年關注並致力於保存臺北高校歷史的高

橋潤子女士也為我們提供蕉兵會活動的

第一手記錄。而本校校友許聖凱博士則

是以研究者的角度，為我們解說臺高舞

的來龍去脈。本期的內容相當精彩，也

希望各位繼續地予以關注並支持。

明年臺師大就要迎接創校 100 週年

校慶了，誠摯地歡迎各位校友、家屬、以

及所有關心臺北高校的朋友們一起共襄盛

舉。2022 年，我們在臺師大見！

國立臺灣師範大學校長 吳正己
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台北高校の卒業生各位、そのご家族、そ
して台北高校に関心を寄せてくださっている
皆様、こんにちは。

『台高・師大通信』は、第四号の刊行ま
で来ました。多すぎると言っても過言ではな
い素晴らしいお話の数々は、台北高校の様々
なことを昨日のことのように再現し、毎号の
限られたページ数の中で、尽きることが決し
てありません。私達は今後も、少しずつでは
ありますが台北高校のきらめきや特色を再現
し続けていきたいと思います。これらの作業
を通し、我々がこの歴史をいかに重視してい
るか、歴史を紡ぐ責任の重みを感じているか
を表現していきたいと思います。

本号では、大変喜ばしいことに、台北高
校の卒業生である蕭柳青医師と竹内昭太郎氏
のご両名を、お招きすることができました。
蕭柳青医師は、私達に生き生きとした文章で
当時を過ごした七星寮の物語を共有させてく
ださいました。蕭医師の文章を通して、青春
の記憶というものはいくつになっても鮮明で
あり続けることに気付かされます。そして、
竹内昭太郎氏は私達の為に台北高校卒業生組
織がどのように「蕉葉会」から「蕉兵会」に

移行したのか、そのいきさつを説明してくだ
さいました。とても誠実で、感動的な内容に
なっています。このほかにも、長年台北高校
の歴史の保存に強く関心を持ち、またそれ
に力を注いできた高橋潤子さんも、蕉兵会で
の活動がどのようなものだったかを書いて
くださいました。さらに、本学卒業生であ
る徐聖凱博士は、研究者の視点から私達に
台高踊りが生まれたいきさつについて解説
文を寄せてくださいました。このように、
本号も大変素晴らしい内容となっておりま
す。今後も引き続き皆様の関心とご支援を
賜れればと思います。

来年度、台湾師範大学では創立 100 周
年の記念式典を執り行います。卒業生の皆
様、そのご家族、そして台北高校に関心を寄
せてくださっているすべての皆様が、共に祝
うことができるこの大きな行事へのご参加を
心から歓迎いたします。2022 年、師範大学
でお会いしましょう。
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（木立翼 訳 / 津田勤子 校訂）

国立台湾師範大学学長 吳正己
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